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ヒマラヤの小国ブータンでは、インターネットを用いた遠隔教育や衛生、
生活情報のやり取りを実現する情報デザインづくりの取り組みが始まっ
ているそうです。そして、この取り組みを行っているスタッフに情報を提
供するサポートプロジェクトが日本で立ち上がりました。私も何ができ
るか考えている最中です。
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インターネットで劇的な復活

B92は送信設備まで奪われたものの、

かねて親好を交わしていたオランダなどの

メディアアクティビストに呼びかけ、イン

ターネットを経由して当時ハッカーらが経

営していたアムステルダムのI S P、

XS4ALL（2001年6月号参照）のサー

バーを使い、リアルネットワークスの協力

のもとにインターネット放送を開始した。

放送は世界中が注目するところとなり、

セルビア政府は長期の放送許可を許すま

でに至った。これはインターネットを通じ

て世界にメッセージを出し続けているかぎ

り、国際世論のもとで自由で文化的な表

現が可能になることを示したかたちだ。

B92はラジオそのものの再開後もインタ

ーネットでの配信に注力した。

B92はその後、世界的に著名な投資家

であるジョージ・ソロスの財団などから支

援も受けて、ラジオのみならず音楽CDや

ビデオも制作した。このほか「追いつめ

られて無気力になっているユーゴの若者

に自分自身で生き方を創造して変えるこ

とができることを実感できる場所にした

い」（カタリナ・シヴァノビック「サイバ

ーレックス」ディレクター）というコンセ

プトのもと、誰でも自由に利用できるデ

ジタル工房「サイバーレックス」や、企

画持ち込み歓迎のデジタルシアター「シ

ネマレックス」も運営した。

空爆が開始されても活動を継続

1999年春、セルビア南部コソボのアル

バニア系住民に対してセルビア政府が圧

力をかけて再び政情不安になった。生活

は息苦しくなったが、サイバーレックスと

シネマレックスはコミュニケーションを求

める若者たちでにぎわっていた。NATO

軍による空爆1週間前の夜、シネマレッ

クスでは毎月恒例のメガデモ大会（プロ

グラム技術のみでCGを描く技を競う会）

が開催され、瓶ビールを手にした若者た

ちでごった返し、サイバーレックスのほう

メディア統制下で「B92開局」

旧ユーゴスラビアは20世紀末の数年

間、紛争による悲劇を伴い混沌とした情

勢にあった。しかし人々は文化的に生き

ていくことを守り、その1つの手段として

インターネットが果たした役割は大きかっ

た。今回は、ユーゴスラビアの首都ベオ

グラードを取り上げ、独裁政権下や紛争

など混沌とした情勢下においてもインタ

ーネットを武器に自由な文化を辛抱強く

保ち続けた人々に焦点をあてる。

東西冷戦下、チトー大統領独自の社会

主義政策によって、当時のユーゴスラビ

アの人々はニューヨークにもモスクワにも

行くことができるパスポートを持っていた。

東西の最先端の文化が交流するこの特殊

な環境により、若者たちは社会主義体制

下にあって貧しくはあったが文化的な刺

激を受けて好奇心を働かせていた。その

ため、当時から何とかコンピュータを手

に入れて、画像や音楽を制作する人々の

姿も見られていた。

チトーの死後、冷戦が終了すると民族

主義の旗のもとで連邦は分裂し、民族主

義者による独裁に向かった。既存メディ

アが統制されて文化的に息苦しくなって

いったが、一部の若者たちは自らの力で

メディアを興し始めた。なかでも学生イ

ベント用の臨時免許を取って開始したラ

ジオ局「B92」は、政府や要人の息がか

かったほかの放送局とは異なり、独自の

視点で番組を制作した。その結果ベオグ

ラードでもっとも人気の高い放送局とな

り、免許の期限を過ぎても放送が続けら

れた。報道姿勢はその後も変えず、1996

年末にボスニア紛争でセルビアへの圧力

がピークに達して市民によるミロセビッチ

大統領に対する民主化を要求するデモが

高まったときも、客観的な視点でこのデ

モを生中継し続けたのがB92だった。し

かし、これがついに政府の逆鱗に触れて、

強制的に放送を停止させられるという憂

き目にあってしまった。
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1空爆直前のB92のオフィス

2B92のスタジオ

3政変直前に都心のオフィスビルで撮影

4空爆1週間前のメガデモ大会

5ベオグラードの市街を望む

○参考URL

B92 www.b92.net

サイバーレックス www.cyberrex.org

ローファイビデオムーブメントを展開しているアーティスト集団

「ザドルガ」のサイト www.crsn.com/zadruga/

も情報交換する人々で熱気を帯びていた。

空爆が開始されるとB92は政府によっ

て放送機材を奪われ、シネマレックスと

サイバーレックスの建物も封印されてしま

った。しかし、今回も彼らはめげずに、

あるスタッフたちはそれまでの実績とネッ

トワークを頼って国を離れ、欧州各国や

米国に散った。各地のメディア文化セン

ターや美術館に滞在して、インターネッ

ト上での情報発信活動を展開したのだ。

国に残ったスタッフも商用ISPを通じて

セルビアの日常や空爆下でのようすを国

外に配信した。そして、サイバーレック

スで育った若者はPCや機材を持ち寄り、

ISPを通じて同様に表現を続けた。

自由のなかでの表現活動が焦点

空爆が収まってからのB92は、民放ラ

ジオの番組として復活してはつぶされると

いうことを繰り返し、サイバーレックスも

取り締まられそうになるたびにオフィスを

移動した。この一方で、若者たちは映像

フェスティバル「インターナショナルロー

ファイビデオフェスティバル」を開催する

ようになり、昨年は実写のビデオからCG

ムービーまで多種多彩な70作品以上が上

映される盛況ぶり。こうした作品で楽し

ませてくれる人々が、空爆直前にメガデ

モを見せてくれた人々なのだ。

そして昨年、セルビア市民の忍耐強い

取り組みはミロセビッチ大統領を失脚に

追い込んだ。新大統領のもとで復興に動

き始めた半面、「独裁者の民族主義者か

ら民主主義を重視する民族主義者になっ

ただけ」（国際NGOの情報化担当ディレ

クター）という現実もあるが、B92は初

の合法的な放送局として本格的に再開さ

れ、テレビ放送も開始した。サイバーレ

ックスもベオグラードのデジタルカルチャ

ーのハブとして拡大しつつある。ただ、ハ

ングリーゆえに創意工夫してきたベオグラ

ードの若者たちが、自由のなかで今後何

を創造していくのかは未知数だ。
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